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支
援
事
業
と
し
て
絆
を
育
む
学
校

づ
く
り
推
進
事
業
へ
の
補
助
金
な

ど
で
す
。

○
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
使
い

道
は

質
　
問　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
事
業
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
寄
付

を
見
込
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
寄

付
金
の
活
用
は
。

答
　
弁　

１
万
円
以
上
の
寄
付

に
対
し
て
レ
ン
コ
ン
、
米
500
セ
ッ

ト
分
を
予
算
計
上
し
た
が
、
ど
れ

く
ら
い
の
寄
付
が
あ
る
か
は
わ
か

ら
な
い
。
寄
付
金
は
、
一
旦
市
民

協
働
ま
ち
づ
く
り
基
金
へ
積
み
立

て
、
翌
年
度
寄
附
者
が
希
望
す
る

施
策
へ
の
特
定
財
源
と
す
る
。

○
番
号
制
度
ー
個
人
情
報
漏
洩
の

危
険
は

質
　
問　

社
会
保
障
税
番
号
制

度
は
個
人
情
報
の
漏
え
い
が
心
配

さ
れ
る
が
、
そ
の
管
理
方
法
は
ど

の
よ
う
か
。　

答
　
弁　

今
ま
で
各
機
関
で
管

理
し
て
い
た
個
人
情
報
は
引
き
続

き
当
該
機
関
で
管
理
し
て
、
必
要

な
時
に
必
要
な
情
報
だ
け
を
や

り
取
り
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

議場に質問席を設置しました。

る
。
一
つ
は
、
不
特
定
多
数
の
人

が
集
ま
る
催
し
で
の
、
消
火
器
の

準
備
。
市
内
と
し
て
は
納
涼
ま
つ

り
、
桜
ま
つ
り
、
佐
屋
地
区
の
文

化
祭
バ
ザ
ー
、
体
育
大
会
な
ど
、

屋
外
で
移
動
コ
ン
ロ
、
調
理
用
器

具
等
を
使
用
し
た
場
合
が
対
象
。

地
域
の
盆
踊
り
な
ど
も
対
象
と
な

る
。
も
う
一
つ
は
、
消
防
長
が
定

め
る
指
定
催
し
。
露
店
100
店
舗
以

上
、
10
万
人
以
上
の
人
出
で
、
近

隣
で
は
天
王
川
祭
。

海
部
津
島
土
地

開
発
公
社
の
解
散

　

公
有
地
の
拡
大
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

質
　
問　

市
町
村
へ
の
残
余
財

産
の
配
分
は
、
ど
の
よ
う
に
な

る
か
。

答
　
弁　

出
資
金
は
７
千
万
円

あ
り
、
愛
西
市
へ
は
１
千
800
万
円

戻
る
。事
務
費
等
の
残
余
財
産
は
、

市
10
・
町
６
・
村
３
の
比
率
で
配

分
さ
れ
る
。

契
約
の
締
結

■	

高
規
格
救
急
自
動
車
購
入

契
約
の
締
結

　

契
約
金
額
２
千
842
万
円

■	
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
購
入
契
約
の
締
結

　

契
約
金
額
４
千
498
万
２
千
円

平
成
26
年
度

補
正
予
算

■	

一
般
会
計
補
正
予
算　
　

（
２
号
）

補
正
額　

１
千
23
万
４
千
円

総　

額　

248
億
５
千
744
万
１
千
円

（
主
な
内
容
）

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導
入
に

か
か
る
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
料
。
道
徳
教
育
に
係
る

6
月
議
会
か
ら
議
席
中
央
に
質
問
席
を

設
置
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
市
長

な
ど
理
事
者
と
対
面
し
て
行
い
ま
す
。




